私は、一病院という都内の病院で非常動の小児科医をしています。
〇〇大学医学部医学科を卒業し、△△医院にて初期研修ののち、
小児科に入局。
３度の産休を取りつつ仕事を続け、現在に至ります。

□□総合診療所で働き始め１年が経過しました。

思春期前後の栄養療法を必要とする「朝起きることの出来ない起立性調節障害」の未成年の患者さんを中心に診察をしています。
※以降、起立性調節障害と書きます

私の人生のターニングポイントの話をしたいと思います。
それは、３年前のことでした。

３人目の出産の時期に、とある本に出会ったことが、運命的な出会いでした。
貴重なノウハウを惜しげもなく本の中に凝縮された内容に、心から感謝しました。

それ以来その本の著者を師として仰いでいます。

それまでの私は、小児の体内で起こる内分泌の分野を専門としいたので、糖質制限の話は知っていて、
私自身も第二子を出産後に糟質制限によって１５㎏の減量に成功した経験がありました。

タンパク貫の重蔓性や必要性も、分かっているつもりでしたe

それゆえ、母となってからの子供たちの食事では、タンパク貫を意識していました。
肉・魚・納豆などの絵

でも、母であり、医師でありながらも、子供の食事の本当の正解は分からないまま、いろいろと模索しながら過ごしていました。

そんな中、３番目の子を出産することになりました。

それまで自己流でタンパク質メインの食生活をしてはいましたが、
この本を読んで、まだまだタンハク質が足りないことを知り驚きました。

まずは半信半疑で自分自身が、本にあるとおりにプロテインやサフリを開始してみました。
すると、産後の不調がみるみる軽減し、精神的にも安定しはじめました。
記憶力や体力も戻り、育児も仕事も、無理なくできるようになりました。

自分に効いたので、家族にも試したくなりました。

ホエイプロテインの袋からひとさじミキサーに入れてバナナジュースを作るシーン
鉄サプリメントの容器にサプリメント（カプセル）２～３錠が添えられている


すると、夫や子供たちのそれぞれのタンバク質不足・貸血から来ていたんのだろうなという不調が、それぞれに改善していきました。

鉄・タンパク質を、出来るだけ多く摂るという食生活で、育てている３人目のこどもは、
イヤイヤ期もなく3歳になり、とても育てやすいです。

 我が家の家庭内では、確実に、タンバク貨や鉄の効果を感じながら食生活を送っていました。

でも、育休明けに職場復帰したあと、医療の現場ではすぐにそのノウハウを活かすことはできませんでした。

正直なところ、それまで医学部で習ってきた常識だと思って行ってきた診察方法や患者さんへの対応や、
大学・研修時代に習ってきたことと大きく異なる内容であったため、それに反するような診察をする勇気やきっかけがなかったのです。


ところが、ある日のことでした。

起立性細節障害による立ち眩みがひどく、立っていることが出来ないので車いす移動を余儀なくされていた11歳の男の子が私の担当患者になりました。

聞けば、小学校への通学は、登下校ともにお母さんが車いすを押して通っている状態で、本人もお母さんもその生活に困り果てていました。

大学病院や〇〇専門の病院など、すでにあちこちの病院を受診済みで
（しかも全く治らない）、
もう一生歩けないという診断はついており、

昇圧剤の投与、水・塩分摂取の励行、など、一般的な治僚はされている状態でした。
起立性調節障害の診断はついていて、検査も治療もすべてやりつくされていたので、ついに勇気をだし、
「私もまだ自分と家族以外の誰にも試していない。同じ症状の患者さんに試した経験
はなく、本当に効くかは分からない。でも、私が知る限り、これ以外に他の方法はない」と前置きをした上で、その男の子にブロテインの飲用と、鉄剤を処方しました。

本人もお母さんも、
「どこに行っても治らない！少しでも可能性があるなら何でも！」と積極的に治療を受け入れてくれたので、ドキドキしながら翌週の再診を待ちました。

再診の際、なんと！！  ！車椅子移動だった男の子が、
すたすたと歩きながら診察室に入ってきたのです！

男の子は、見違えたように元気になりました！
その瞬間は、私の医師人生において一番感激したといっても過言ではありません

同僚の医師や看護師も男の子が急に元気になった姿を目の当たりにし｀
思春期前後の不定愁訴や起立性調節障害の患者さんを私に積極的に回してくれるようになりました。

さらにはその男の子のお母さんもロコミでどんどん広めてくれました。
おかげで、患者さんは徐々に増え、2021年秋から栄養外来を開設して診療することになりました。

「私自身も栄養のノウハウを本で知り、ブログや本などで勉強しながら診療をしていますので、患者さん自身もこの先生の本やプログ・YOUTUBEなどで必要な情報を自分のものにして元気になっていきましょう！」」と伝えながら診察にあたっています。

興味がわいた人はこちらのブログを訪れてみてください。
アメーバブログ・フェイスブック・ＸのQRコード
